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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月31日(2014.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明者らは、これらの課題を解決すべく鋭意検討し、本発明に至った。すなわち、本
発明の熱可塑性樹脂組成物の製造方法と、それに使用する粉体原料用押出機は、以下のと
おりである。
１．同方向回転二軸を有する粉体原料用押出機であって、粉体原料が供給される第一搬送
部と、第一搬送部の下流側に２つ以上の混練部と２つ以上の搬送部を有するスクリュー構
成を有し、第一搬送部の全体長さＬｃ１とスクリュー長径Ｄとの比Ｌｃ１／Ｄが８～２０
であり、その構成スクリューエレメントの少なくとも１つ以上がリード長さＬｌとスクリ
ュー長径Ｄとの比Ｌｌ／Ｄが０．７～２である一条スクリューエレメントであり、第一搬
送部に続く第一混練部は、その全体長さＬｍ１とスクリュー長径Ｄとの比Ｌｍ１／Ｄが５
～１２であり、その構成エレメントに右ひねりのニーディングブロックと左ひねりのニー
ディングブロックを少なくとも１つずつ以上有し、前記右ひねりニーディングブロックは
、ディスク幅Ｗ１とスクリュー長径Ｄとの比Ｗ１／Ｄが０．４５～１であり、ひねり角が
１０～３０°であり、前記左ひねりニーディングブロックは、ディスク幅Ｗ２とスクリュ
ー長径Ｄとの比Ｗ２／Ｄが０．１～０．３であり、ひねり角が２０～４０°であり、また
第一混練部に続く第二搬送部にベント口を有する粉体原料用押出機に、ポリフェニレンス
ルフィド、ポリアミド系樹脂およびポリエステル系樹脂から選ばれる１種以上の熱可塑性
樹脂を含む粉体原料を供給し、混練押出する熱可塑性樹脂組成物の製造方法。
２．前記熱可塑性樹脂１００重量部に対し、０．１～５０重量部のエラストマーを配合し
て、混練押出する１に記載の熱可塑性樹脂組成物の製造方法。
３．見掛け密度が０．１～０．７ｇ／ｍｌ、および／または平均粒径が１～５００μｍの
粉体原料を供給し、混練押出する１または２に記載の熱可塑性樹脂組成物の製造方法。
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４．第二搬送部の下流側の第二混練部より下流側に真空ベントを有する粉体原料用押出機
において、少なくとも１つの真空ベント口における真空度がゲージ圧で－６０ｋＰａ以下
であることを特徴とする１～３のいずれかに記載の熱可塑性樹脂組成物の製造方法
５．同方向回転二軸を有する粉体原料用押出機であって、粉体原料が供給される第一搬送
部と、第一搬送部の下流側に２つ以上の混練部と２つ以上の搬送部を有するスクリュー構
成を有し、第一搬送部の全体長さＬｃ１とスクリュー長径Ｄとの比Ｌｃ１／Ｄが８～２０
であり、その構成スクリューエレメントの少なくとも１つ以上がリード長さＬｌとスクリ
ュー長径Ｄとの比Ｌｌ／Ｄが０．７～２である一条スクリューエレメントであり、第一搬
送部に続く第一混練部は、その全体長さＬｍ１とスクリュー長径Ｄとの比Ｌｍ１／Ｄが５
～１２であり、その構成エレメントに右ひねりのニーディングブロックと左ひねりのニー
ディングブロックを少なくとも１つずつ以上有し、前記右ひねりニーディングブロックは
、ディスク幅Ｗ１とスクリュー長径Ｄとの比Ｗ１／Ｄが０．４５～１であり、ひねり角が
１０～３０°であり、前記左ひねりニーディングブロックは、ディスク幅Ｗ２とスクリュ
ー長径Ｄとの比Ｗ２／Ｄが０．１～０．３であり、ひねり角が２０～４０°であり、また
第一混練部に続く第二搬送部にベント口を有する粉体原料用押出機。
６．第二搬送部の下流側の第二混練部より下流側に真空ベントを有する粉体原料用押出機
において、少なくとも１つの真空ベント口における真空度がゲージ圧で－６０ｋＰａ以下
であることを特徴とする５に記載の粉体原料用押出機。
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